として 不幸な ことになるの であろう かどう か、 それ は 

私に は 分らない。 私 は リカ 子 —— 私の 妻だった リカ 子 

を Q から 奪ら れ たの は それ は 事実 だ。 しかし、 それ は 

私が 彼に リカ 子 を 与えた の だとい えば いえる。 それ ほ 

ども 私と リカ 子と Q との 間に は 単純な 迷い を 起させる 

條が ある。 それ は 世間に ありふれた こと だと 思われる 

とおりの 平凡な 行状 だが、 ここに 私に とって は 平凡 だ 

と 思えない 一 点が ひそんで いるの だ。 人 は 二人 おれば 

まァ 無事 だが 三人 おれば 無事ではなくなる 心理の 流れ 

がそれ が 無事にい つてい ると いうの は、 どこか 三人の 

中で 一 人が 素晴らしく 賢い か 誰かが 馬鹿 かの どちら か 



であろう ように、 三人の 中で この場合 私が 一番 図抜け 

て 馬鹿な こと は 確かな こと だ。 Q と 私と にいた つて は 

ことごとに 私の 方が 馬鹿な 成績 を 上げて いるの だ。 も 

と を 洗えば 私達 二人、 Q と 私と は 同年で 同級で 専攻科 

目 さえ 同じだった 所へ、 同じ 食客と して リカ 子の 家の 

上と 下と で 彼女 を 迷わせる ことに かけても 同様な 注意 

を 払って いたの だ。 結晶学の 実習で ダイヤモンドの 標 

本 を 学校から 持って 帰り、 初めて リカ 子に 見せた のが 

思えば この リカ 子の われわれ 二人に 迷い 出した 初めで 

あった。 つまり、 リカ 子の 人生 は ダイヤモンドから 始 

まった の だ。 そのと き 私達 は Q の 部屋で 今 私が 下で し 



て 来た ダイヤモンドの 結晶 面の 測定に ついて 話して い 

た。 すると、 リカ 子 は 丁度お 茶 を 持って 這 入って 来て 

いつもの ように 話し 出し、 その ダイヤモンド は どこの 

産 かと 質問した。 所が、 私に は その ダイヤモンドの 母 

岩との 関係と か 産出 状態と か 自然 性の 結晶 面と か は 

分って いても、 その 少女の 最も 知りたい 平凡な こと だ 

け は 分らなかった。 すると、 Q は 実に 私 も 驚歎した の 

であるが、 直ちに それ は ミナス ゲ ラス だとい い 切った。 

私に は ミナス ゲ ラス は どこの 国に あるの かさえ も 分ら 

ない のに、 リカ 子 —— 漸く 女学校 を 出かかった 彼女に、 

分ろう 害 もない こと をい う Q の 心理に、 初めは 私と て 



驚かざる を 得ない の だが、 しかし、 私の 驚き は 忽ち 彼 

へ の 尊敬の 念 へ 変り 出して 再び 全く 別の 驚きに 変り 出 

したと いうの は、 他で もない。 Q は 怪しい 顔 をして い 

る 私の 表情に 向って 投げつ ける ように、 その ダイヤ モ 

ンドの 母 岩が 礫岩で あり 削剝 堆積の 噴出 状態の 痕跡 を 

表して いる 所 を 見る と、 オルドゥ イス 紀の 噴出に ちが 

いなく、 母 岩が 礫岩で オルドゥ イス 紀の 噴出なら、 ミ 

ナス ゲ ラス 以外に はないで はない かとい い 出した。 私 

に は ミナス ゲ ラス さえ 知らな いのに どうして Q がその 

ミナス ゲ ラスと ダイヤモンドとの 関係 を 知つ ている の 

だろう か、 これ は 全く 驚く 以外に はなくな つて、 ふと 



私 は リカ 子が 傍に いる こと さえ 忘れて しまい、 君の い 

う ミナス ゲ ラスと はい つ たいど こだいと 訊いて みた。 

すると、 Q はこれ 以上 リカ 子の いる 前で 私に 辱い 思い 

をさせる の を 慎 むかのよ うに 黙りながら、 Minas 

Geraes と 鉛筆で 書いて コ —ヒ— だとい つた。 はは あ 

ブラジル かと 私 はい つたが もう そのと き は 遅かった。 

い つも 一 一人の 知識 を 比べたがる 年齢の リカ 子の 前での 

この 最初の 敗北 は、 人生の 半ば を 敗北し 続けた のと 同 

じこと だ。 私 は それから はこの 最初の 敗北 を 取り返 そ 

うとして 彼の 下で 一 層 激しく 勉強 をし 始めた の だが、 

私が すれば する ほど Q も 一 一階で それだけ 勉強 をして い 



るの だ。 同じ 量の 勉強 を 二人が している とすると いつ 

も 私の 方が はるかに 彼よ リ 勉強し ない ことにな つてい 

く。 私が ランゲ を 読めば Q は バウ エル を 読んで いる。 

私が フム ボル トを 読めば 彼 は 口 ー レンツと モアッサン 

を 読んで いる。 私が 漸く モアッサンに かかる ともう 彼 

はゥ オルフと ハツ ス リン ガ— にか か つ ている という 状 

態で、 夜の 目 も 寝ずに 私が 勉強した とて とても 彼に は 

及ぶ ことが 出来ない の だ。 何が 悲しい といった とて 自 

分の 敵が 頭の 上で 自分との 距離 をます ます 延ばして い 

くこと ほど 口惜しい こと はないで あろう。 しかし、 そ 

れが あまりに かけ 離れる ともう 私 はた だ 彼 を 尊敬す る 



こと だけが 専門に なり 始めた。 彼に とって は 初めから 

私な ど は 敵で はない の だ。 それ を 愚かしく もこ ちらが 

敵 だと 思 つ て ひとりく よくよ していた 自分の 格好 を考 

える と、 私 は 私自身が 気の毒で なら なくなった。 殊に 

Q に は 彼 を 絶えず 凌駕して いた 敵手の A があった の だ。 

A と Q と は Q と 私との 場合に おける がよう に 何 かに つ 

けて A の 方が 上に なった。 Q が 凡 水 論に かかって いる 

と A は 凡 火 論に かかって いる。 Q が災 異論に かかって 

いると A はもう パイ エルの 進化論に かか つてい ると い 

う 調子が Q をます ます 勉強 させて いたので ある。 しか 

し 私 は Q が A に 圧迫 さ れ ている この 状態 に対して 復謦 



の 快感よりも 応援の 快感 を 感じて 鞭 を 打った。 ある 日 

の 研究報告 会で Q が A に 打ち負かされた ときな どに は 

私 は 私が Q であるか のように 萎れて しまった。 それ は 

丁度 私が Q から ミナス ゲ ラスで 剌 された ときの ように。 

Q は A から 岩石学の 最大 問題で ある 岩漿 分化と 母 液と 

の 関係の 説明に 這 入って 刺され 出した の だが、 A は 突 

然、 黒曜石の 結晶 母 液と なるべき 硅 酸の 比重 測定の 方 

式はダ ー ウィンに よって 始められ たといい 出した の だ。 

私 は 無論の こと そこに 並んで いた 者 達と 同様に 今まで 

ダ ー ウィン を 生物学者 だとば かり 思って いた Q にと つ 

て、 これ は あまりに 意外であった。 もうそう なれば 今 



までの 問題で あ つ た 熔岩 中の 各 鉱物の 比重 差と 沈澱 位 

置な どと いう ことに かけて は A が 最もよ く 知つ ている 

に定 つてい るの だ。 座 は それから 次第に 結晶学の 法則 

そのままの 形 をと り 始め、 その 各人の 比重に 従って 沈 

み 出した。 私 は Q より はるかに 劣って いる 自分 を 考え 

その Q よりも はるかに 優れた A を 考え、 その A と 自分 

との 比較す ベ くもなき 素質の 距離 を 考える と、 もう 自 

分の 運命 さえ 判然とな つて 眼の 前に 現れ 出した の だ。 

私の 頭 は それから いよいよ 謙遜になる 一 方であった。 

Q に対して は 勿論の こと、 他の 友人 や 隣人、 長上 や 年 

少の 者に 対して さえ も 私 は 頭 を 上げる ことが 出来な く 



なった。 私が 神の こと を 考え出し たの もつ まり は その 

ときから である。 人の 肉体が 皆 それぞれ 尽く 同数の 筋 

肉と 骨格と を 持って いる にも拘らず、 この 素質の 不均 

衡は 何事であろう か、 と 考えた のが 神へ の 一 歩の 私の 

近づ きであった。 今 思 えば 私が この 探索 の 方向 を もつ 

たという ことが、 私達 友人の 中での 特長 ある 素質で 

あった ことに 気がつく の だが、 そのと き は それが 私の 

友人 達からの 敗北の 結果 だとば かりより 思えなかった。 

それ 以後の 私の 謙譲 さは 私と Q との 間 を 一 層 親しく 接 

近せ しめる ばかりであった。 Q は 私に はこと ごとに 助 

力 を 与え、 私の 性格 を 友人 中 並ぶ もの もな く 高い とい 



い、 私の 頭脳の 速度の 遅い 原因 を 過度の 頭の 良さが 常 

に 逆に 働く がた めだと 賞め、 発見 力 や 発明 力 は Q や A 

の 頭の 働きに はなく 常に 私の 頭の 逆 廻転 力に あると い 

う。 それの みならず 彼 は 私と リカ 子 を 近づける ことに 

喜び を 感じる かの ように 彼女と 私と を 労わる の だ。 私 

は Q がその ように も 変り 始めた ことに ついては、 それ 

が 彼の 美徳の 当然の 現れ だと 思う 以外に は 感じる こと 

が 出来なかった。 そうして、 私と リカ 子と はいつ の 間 

にか Q の 寛大 さに 甘えて 結婚す る 破目に なった。 それ 

は 私が 彼女 を 最初に 誘惑した のか 彼女に 私が 誘惑され 

たの か 分らぬ の だが、 その 時 家中に 誰も 人が いなかつ 



たという ことが 二人の 不幸の 原因 を 造った の だ。 ただ 

私 は そのと きい つもの ように 噴火口から 拾って 来た 粗 

面 岩の 吹管 分析に かかって いると、 突然 リカ 子が 私の 

部屋に 這 入って 来て デァ テルミ ィが 壊れた よう だから 

見て 貰いたい という。 私 は 彼女に 何事 かいわれ ると 不 

思議に 自分の 勉強 を 投げ出す 習慣が ついていて、 投げ 

出した 瞬間 これ は 失敗った といつ も 思う の だ。 そこへ 

いくと Q は 勉強の 時と なると 誰が 何 をい つ て も 横 を 向 

くこと さえ 稀で ある。 私 は 私の 勉強 を 投げ出して リカ 

子の 後から 従いて いきながら も Q の 豪 さ を 考えさせら 

れて ひとり 腹立たし ささえ 感じて いた。 それで 私 は 他 



人 の 意志 と は 全く 関係の ない デァ テルミ ィ の 振動が リ 

カ子の 身体 を 振動 させて いたと いう ことが、 二人の 運 

命 を ひき 裂く 原因と な つ て 黙々 と 横たわ つていた ので 

ある。 後で 気づ いたの だが この ラジオ レ—^ i と 同様 

な 機械 は 私が リカ 子の 部屋へ いく 前から、 リカ 子は最 

早 いくらかの 腹痛 を 自分で 癒す ために かけて いたの だ。 

だから 彼女が その 途中で 機械の 狂い を 直そうと して 私 

を 呼びに 来た 時には、 もう 彼女の 身体 は 十分 剌戟 を受 

けて 既に 過失に 侵されて いたので ある。 しかし、 私 は 

彼女の その 時の 興奮が ただ 私の 為ば かりだと 長い間 

思って いて、 彼女が その 時 そのよう にも 私 を 愛した 態 



度の 中には、 機械が 恐らく その 大半 を こっそり 占めて 

いような どと は 思って いなかった。 私 は それから とい 

う もの 夜盗の ように 家人の 隙 を 狙う と 同時に リカ 子と 

結婚す る 準備ば かりに 急ぎ 出した。 私 は そのこと を Q 

に 話して 良い もの かどう かと 初め 暫くの 間 は 迷って い 

たの だが、 とうとう それ を 切り出した。 すると、 Q は 

暫く 黙って いてから 私の 顔 を 見て、 大丈夫 かと 一言 

いった。 私 は Q が 黙って いるの は Q が リカ 子 を 愛して 

いたから に違いないと 思って ひやり としていた 所な の 

で、 Q がそう いうと 初めて Q は 私の 生活 を 心配して い 

て くれたが 為に 黙って いたの だと 気がついた。 私 は Q 



に 感謝 をし、 Q にもい わず リカ 子と そういう 状態に 

な つ たの も 実は 君が 余り 私 を 看視して い て くれな か つ 

たから だとい うと、 それなら 看視 をし なくて 良かった 

といって Q は 笑いながら、 もし これから 二人の 生活が 

困れば 遠慮 を せずにい うようと 迄 励まして くれた。 そ 

こで 私達 は 結婚す ると 同時に 私 は 地質学 協会に 勤め Q 

は 大学院に 残る ようになった。 そうして 私達 は その後 

三年の 間 幸福で あ つ た。 Q との 穏やかな 交際が 続けら 

れた。 私 は 第三紀 層の 調査に かかる と Q はます ます 深 

く 層位学の 方へ 這 入って いった。 しかし、 この われ わ 

れの 交友 期間の 静けさ は 河水 を 挟んで 屹 立して いる 岩 



石の ような ものであった。 水 は 絶えず 流れて いたの だ。 

私 を も 感動せ しめる Q の 美徳と 才能と は 二人の 間 を 昔 

から 流れて いた リカ 子に だけ 映らない 箬 はない ので あ 

る。 間もなく リカ 子の 心 は Q の 幻想の 為に 日々 私 を 忘 

れ 出した。 これ をい い 換える と、 その 最初に 私に 身 を 

与えた リカ 子の 中から デァ テルミ ィの 効力が だんだん 

影 を 潜めて 来 始めた の だ。 機械と 一緒にな つて 彼女 を 

征服して いた 私が 機械から 去られる と、 それに 代る ベ 

き 何もの か を 彼女に 与えなければ なら なくなつ たの だ。 

しかし、 私に は それが 何もので あるか 分らなかった。 

初めの 間 は 私 は リカ 子の それが 頭脳の 成長 だと 思 つ て 



忍んで いた。 所が 彼女 はだん だん 私 を 突き除ける ばか 

リ ではない。 一言の 争いに も 彼女 はしまい に Q の 名 を 

出し、 独りい る 時 は 絶えず 紙の 上へ Q の 名 を 書き、 睡 

眠の 時の 囈言 にも Q の 名 を 呼び 始めた。 私 は 彼女の そ 

うする ことに は 嫉妬 を 感じない ばかり か 良人の 友人 を 

愛する こと は 最も 良人 を 愛する 証拠で あり 最も 気品の 

ある 礼 譲 だと さえ 思って いた。 すると リカ 子 は 私の こ 

の 快活な 礼節に 対して 一 層 彼女の その 礼節 を 適用 させ、 

終い に は Q は 自分 を 私が 彼女 を 愛して いたよりも 愛し 

ていたと いい 始めた。 そうい われる と 私 は 何もい うこ 

とが 出来 なくなり、 リカ 子から 考えれば 考えよう に 



よって は それに 違いない と 思い出し、 それが しばしば 

続けられ ると 或いは それ はそう であった のか もしれ な 

いと 思い、 なお 彼女に いわれる とそれ ほど 彼女の いう 

所 を 見ても これ は 必ず Q の 方が 私よりも 愛して いたの 

だと 思うよう にまで 進んで 来た。 すると 私 は 結婚す る 

前 Q に 打ち あけた 際の Q の 暫くの 沈黙 を 思い出した。 

そのと き 私 は それ は Q が 私の こと を 心配して いたから 

だと 喜んだ ことが 実は 反対で、 Q は 悲しみの あまり 

黙って しまい、 私に 気附 かれた と 思う やい なや 急に 私 

へ の 心配 さ を 表した ので はない かと 思うよう になった。 

そう 思う ともう 私 は 俄に リカ 子が そのと きから 自分の 



妻 だとい う 気がし なくなった。 私の 生活 は 根柢から 逆 

さまになり 始めた。 今まで 私 は リカ 子が 私 を 愛して い 

たから 結婚した の だと 思って いたの も それ も 私 だけの 

考えで、 実は リカ 子 も Q を 愛して おり、 Q も リカ 子 を 

愛して いたの だと 分って みると、 私の 狼狽の 仕方 はも 

う 穴ば かり 捜して 隠れる ことより なくなり 出した。 か 

つての Q の 美徳の ためにな された 私達の 結婚が、 これ 

ほど も 私に 不幸 を 与えた こと を 私 は 歎き 続けた。 結婚 

と は 負けた こと だと 思いだ したの も そのと きから だ。 

しかし、 私 は Q が ひそかに 愛して いた リカ 子 を Q から 

最初に 奪った の だと 思う と、 私よりも 日々 歎き 続けて 



いたにち がいない Q の 忍耐に 対して、 再び 私 は 今の 私 

の 小さい 忍耐 を もって 対立 させねば ならなかった。 こ 

の 奇怪な 忍悔の 競争の 中で、 リカ 子 はます ます 私と 結 

婚し たことの 後悔の 重さの ために 縮んで 来た。 私 は 彼 

女の 日々 の容子 をもう 見る に 忍びなかった し、 私自身 

ももう それ 以上 このままの 生活に は 耐える ことが 出来 

なくなった。 或る日 私 は 思いきって リカ 子に Q の 所へ 

行く ようにと すすめて みた。 一度 人の 妻に なった 身 だ 

とはいえ、 人の 妻な どに させた の は Q ではない か、 し 

かもお のれの 負うべき 石 を 私に 負わした の だ。 私が そ 

の 石 を 再び Q に 返した とて 彼が 私に 怒る こと は 出来な 



いで あろうと 私が いうと、 リカ 子 は 顔 を赧ら めながら 

「行く」 といった。 そこで 私 は リカ 子 を Q の 家の 門 ま 

で 送って ゆきながら、 途々、 また 私 は Q との 「忍耐」 

の 競争に おいても 彼から 敗 かされた ことに 気がついた。 

しかし、 それからの 私 ひとりの 生活の 寂し さは 彼女 を 

負って いた 日の 「忍耐」 と は 比べ ものに ならなかった。 

殊にと きどき リカ 子 は ひとり 私の 所へ 遊びに 来る の だ。 

私 は リカ 子に 来るな といつ て も 是非 Q が 私の 所へ ゆけ 

といって きかない という。 それなら なお 来て はいけ な 

いで はない かとい うと、 でも 私 も 来て みたい の だと 彼 

女 はいう。 私が 来るな といい Q が 行けと いう この 虔ま 



しゃかな 美徳の 点に おいてさえ も、 猶 且つ 行けと すす 

める Q の 方が 私よりも 優れてい るの だ。 美徳の 悪徳、 

私 は リカ 子の 顔 を 見せられる 度 毎に、 私と Q との 美徳 

を 押し合う 悪徳に ついて 考えずに はいられなかった。 

しかも リカ 子 は 私 を 愛して いない にも拘らず、 私を憐 

れむ 姿に 愛情の 大きさ を さえ 含めなければ ならぬ の だ。 

私 は 私で Q と リカ 子と から 受けた 過去の 過度の 恩愛に 

対しても 彼女の したい ままなる 行状 を赦 していな けれ 

ばなら ない。 私 は 彼等 一 一人の いかなる 点に 怒る 必要が 

あるの だろう。 ただ 私に とって 惨酷な の は Q と リカ 子 

との 私 を憐む 愛情 だけ だ。 それ も 彼等に とって は 私 を 



憐れまな いより 憐れむ 方が 私 を 尊重す る ことにな つ て 

いるの は 分って いる。 しかも、 彼等に とって 私 を 憐れ 

み 続ける こと はなお 一 層の 苦痛 を 続けて いる ことに 

なって いるの だ。 ここに 不用な ものが 一 つ ある。 —— 

私 は 或る日 それ を リカ 子に 説明して Q にいうよ うに 彼 

女に いった。 すると 彼女の いうに はそんな 取 越 苦労 は 

あなた たちのす る ことで はなく つて、 私 ひとりでして 

いれば 良い の だとい う。 それならもう 来て 貰わない 方 

が 結構 だとい うと、 私 は あなたが やはり 好きなん だか 

ら 仕方がない。 もう 暫くす つかり 嫌いになる まで 逢つ 

ていて くれと 頼む の だ。 あまりに 虫が 良く、 あまりに 



に Q の 美点ば かり をい うので ある。 私 は 彼女から Q の 

悪口 を 聞く よりも 一 一人で 認めた 美点 をな お 持続 させて 

喜ぶ 方が 良い の だが、 しかし だんだん Q を 賞め ている 

リカ 子の 言葉が 私の 性格に 喜び を 与える ためだけ だと 

感じ 出した。 何 か 彼女のう ちに は 私の 思って いる こと 

以外の 新しい 変化が 起って いるので はない か。 そう 私 

が 思って から 暫くして からであった。 地質学 者の 雑誌 

の 上で 続けて いた Q と A との 介殻 類の 化石に 関する 論 

争が 激しくな つた。 それ は 私の Q を怨む 心が 手伝わな 

くと も、 その 豊富な 材料の 帰納的な 整理に おいても 推 

理を 貫く 原則の 確実な 使用法に おいても 明らかに Q の 



方の 負けであった。 終い に は Q は A から 独逸 語の 

力 erefacten より Fossil の 方が 化石の 意味に は 適当し 

ている から それ を 使え、 Fossil は ラテン語の 掘り出す 

こと を 意味す る Fossere からの 転化で 古生物と 訳す 

る 位 は 誰でも 知つ ている ことであろう とまでい われて 

いた。 勿論 私 は A のこの 傲慢な 態度に は 腹 を 立てた が 

それより 差し詰め Q の 敗北に は 同情せ ざる を 得な か つ 

た。 定めし Q は 日々 不快な 日 を 続けて いる ことで あろ 

うと 思う とその 傍に いる リカ 子の 顔色が 眼に 見える の 

だ。 彼女の 容子は Q の怏々 として 日々 の 不快な 心の 波 

を 伝えて 私へ 向って 打ち寄せて 来て いるの だ。 私はリ 



カ子 を 見て いると Q の 敗北した 打撃の 度合まで も 感じ 

る ことが 出来 始めた。 しかも リカ 子 は Q が A ょリ はる 

かに 劣った 人物 だと 知り 出した 動揺 さえ 私 は 彼女が Q 

を 賞め る 言葉の 裏から 嗅ぎつ けた。 私 は 彼女の 一 番嫌 

いな 所 は そこ だ。 自分の 良人の 敗北に 対して 動揺す る 

彼女の 新しい 醜悪 さ、 この 醜悪 さは 女の 最も 野蛮な 兇 

悪さに すぎない。 しかし、 あくまで リカ 子の この 兇悪 

さと 闘いながら、 なお 日々 不断に 逞しい A に 打ち負か 

され 続けて いかねば ならぬ であろう Q の 生涯 を 考える 

と、 私 は Q が 一 番 誰よりも 悲惨な 男に 思われて 来た。 

もう リカ 子と Q の 間に は 恐らく 陽の 目の さす こと はな 



いであろう。 もし Q が リカ 子 を A に 渡さぬ 限り。 —— 

しかし、 Q は そこが 私と 違って いた。 彼 は 自身よ リ弱 

者に 対して はいくら でも 自身 を 犠牲に する ことの 出来 

る 善徳 を 持つ 代りに、 自身よりも 強者に 対して は 死ぬ 

まで 身 を 引く ことの 出来ない 男で ある。 しかも A と Q 

と は、 この 二人の 闘いなら どこまで いっても A が 勝ち 

続ける に定 つてい るの だ。 その 度に リカ 子が Q を 軽蔑 

するなら、 —— 私 は リカ 子 を Q に 返した こと は 彼と 彼 

女との ため に は 最大 の 悪徳で さ えあった ことに 気がつ 

いた。 私 は 私の 善行 だと 思って した ことが 悪行に 変つ 

たと て 恐縮す る 要の ない こと 位 は 分って いても、 それ 



にしても リカ 子が 急に この 時から 嫌いに なった と 同時 

に、 私に はます ます Q が 親 わしくな つて 来た こと も 事 

実で ある。 或る日 私 は リカ 子に それとなく 地質 学界の 

過去の 大 天才が 次ぎ 次ぎに 現われる 新しい 天才に 負か 

されて いった 歴史 を 話して やった。 まことに 過去 一世 

紀の 間に 現われた 新 学説の 興亡 を 私が 思い出しても、 

個人 の 力の 限界 の 小さ さ を 感ぜざる を 得な いの だ。 一 

世 を 風靡した 凡 水 論の 主唱 者 エルナ— を顚 覆させた 凡 

火 論、 その 凡 火 論の 主唱 者 ハットン を顚 覆させた 災異 

説、 その 災 異説の 主唱 者セヂ ウィック を 破った 斉一 説 

の ライエルと、 そうして それらの 総て を 綜合した 進化 



説の ダ— ウィン を 思えば、 私 は 一個人が 他 個に 敗北す 

る こと は それ は 敗北す る ことで はなく して 神へ の 奉仕 

に 思えて ならない の だ。 もし それが 敗北なら、 勝った 

もの は 必ず 誰かに 負けねば ならぬ。 A と Q との 闘い も 

それ は 闘いで はなく して 次に 現われる 天才への 贈物 を 

製造して いるに すぎない と 私が いえば、 今まで 黙って 

私の 饒舌って いるの を 聞いて いた リカ 子 は 急に 私の 胸 

の 上へ 倒れて 来た。 彼女の この 感情の 転向が もし ひと 

彼女の 上に、 再び 幸福 を もたらすなら —— と 私が 思つ 

ている と、 それ は 意外に も リカ 子が 私へ 転向して 来た 

こと を 示して いたの だ。 なるほど 個人の 負ける ことが 



負ける - J とでないなら、 Q が A に 負けた ので はな い) J 

とく 私 もまた Q に 負けた ことに はならぬ の だ。 私の 今 

まで 饒舌って いた こと は 誰の ためで もない 私の ため 

だった の だ。 リカ 子が 私の 胸の 上へ 倒れた の も 多分 私 

が 私の ためにい つたの だと 思った からで もあった ろう 

が、 それにしても 彼女の その 行為 は、 私が 饒舌って い 

る 間、 彼女が Q のこと を 考えずに 私の こと を 考えて い 

て くれた 証拠に だけ は 十分に なって いるの だ。 復活し 

た 愛 —— しかし、 それ は 所詮 私が 捻 向けた もので はな 

いか。 私 は 私と してもう 一 度 彼女 を Q へ 捻 戻さねば な 

らぬ。 そうお もった 私 は 早速 リカ 子に お前 はわれ われ 



二人で 製作した Q の 美徳の 使用法 を 間違って いるの だ 

から、 今日から 心 を 入れ 変えて Q に 慰安 を 与える よう 

それでない 限りお 前に は 永久に 幸福 はもうな いの だ、 

幸福と いう もの は 知識の 上に は 絶対にあった ためしが 

なく、 ただ 自身の 頭 を 下げて 同化す る ことに あるば か 

リ だとい うと、 いった 瞬間 また 私 はこれ もます ます 私 

自身の ための みに い つ ている にすぎない こと だと 気が 

ついた。 それで 私 は 結局 私の 注告 する 言葉 は 私の 心の 

中から 出て いくにちが いないの だから、 私が 私の ため 

にいって いると 思わないで 聞いて くれ、 私の いうの は 

皆お 前の ためにい つてい るので、 私の ためだと 思えば 



したの は Q のど こがい わしめ たの かともう 一 度 考えた 

が、 私の 考えた 以上に はもう 考える ことが 出来な かつ 

た。 それで 私 はお 前 は それで Q を 愛して いるの かと 訊 

くと、 愛して はいるが 前の ようで はない、 私 はや はり 

あなたの 方 を 愛して いるの だとい う、 噓 にしても それ 

は 私に は 喜ばしい の だが、 どうして こういう ことが 喜 

ばし いの かもう 私 は 自分が 分ら なくなって 来た。 いや 

それより あれほど も Q を 慕いながら 出て い つた リカ 子 

が、 まだ 一 年と もた たない 今頃 どうして これほど も 

変って 来たので あろう。 それ は 丁度 私の 家に いたと き 

の 彼女が デァ テルミ ィの 醒める に 従って 逃げ出た よう 



に、 Q から 逃げ出して 来 始めた の も、 Q の 中に 潜んで 

いた 新しい デァ テルミ ィの 私が 効力 を 失い 出して 来た 

からで はなかろう か。 私が リカ 子と 最初に 結婚す る 破 

目に なった の も、 彼女の 身体に デァ テルミ ィが火 を 点 

けたから にちがいないの だ。 彼女が Q と 結婚した の も、 

私が デァ テルミ ィ のように 彼女に 火 を 点けて いたから 

にちがいないの だ。 そうしてい ままた 彼女が 私へ 舞い 

戻って 来 始めた の は、 Q のデァ テルミ ィが 彼女に 火 を 

点け 返して 来たので あろう。 私 はこの 女が もう 嫌いだ。 

出て いけ、 畜生、 そう 私が 黙って 腹の 中で 叫んで いる 

と、 リカ 子 は 私に 考え を 与えない かの ように、 急に 今 



迄 慎んで 来た Q の 悪口 を 切って 落した ようにい い 始め 

た。 彼女の いうに は あなたの 悪口 をい う、 あなたが あ 

れほ ども Q を ひそかに 賞め ている にも拘らず Q は それ 

が 反対 だ。 私 は Q のど こが 豪い のか この頃 どこから も 

感じる ことが 出来ない。 あれ は 贋物で 噓 つきで 負けず 

嫌いで その 癖 威張る こと だけが 何より 好きで、 知って 

いるの は 女の ことと 人 を 軽蔑す る こと だけ だとい う。 

私は啞 然として 彼女の 顔 を 見て いると リカ 子 は 笑いな 

がら も その 笑う 度に だんだん 蒼 ざめ て いきつつ 涙 を 流 

していい 出す の だ。 私 は 擦りあった ガラスの 奥で また 

別の ガラスが 擦り 合って いるの を 見て いるよう で、 ど 



こから どこまでが 私の 喜ぶべき 領分 かど こで Q が 蹴り 

つけられ ている のか 朦朧と し 始めた。 すると リカ 子 は 

私の 咽喉 笛に 食いつ くように、 あなた は 馬鹿で お 人 好 

しのよう に 見える 痛に 滑くて 隅に置けなくて、 くよ く 

よして いる 坊主み たいに めそめそ していて それに 説教 

ばかりしたがって とやつつ け 出した。 この リカ 子の 暴 

風の ような 暴れ出し 方が 今迄 Q の 悪口 を 聞いて 不快に 

なって いた 私の 心 を 吹き払った。 それば かりで はない、 

私に は リカ 子の い つ ている ことが いちいち 胸に 応えて 

来て、 そうだ、 そうだと 首まで 調子 を 合せて 頷く の だ。 

全く 私 は 今 ま で Q と リカ 子と か ら 賞め られ すぎ て 来た 



ので ある。 私 は 賞 めら れれば 賞め られる ままの 姿に 堅 

めら れ、 ますます 不幸な 方向へば かリ、 u り 込んで 来て 

いたの だ。 その 癖 心 は 絶えず 反対の 幸福 を 望み、 人に 

勝つ こと を 心がけ、 負ける と 人の 急所 を 眺めて 心 を 沈 

め、 あらゆる 凡人の 長所 を 持ち、 心静かに 悟 得し 澄ま 

したよう な 顔 をし 続けて ひそかに 歎き、 闘い を 好まず 

気品 を 貴んで 下劣に なり、 —— 私 は 私自身で まだ かま 

だかと 私 を やっつけ 出す と、 面前の リカ 子と 一緒に 兇 

暴に 笑い出した。 Q が 陰で ひそかに 私の 悪口 をい つた 

ことが、 今 は 私に 彼への 尊敬の 念 を 増さし める だけと 

なった。 しかし、 それにしても 私の この 心の 動き は 本 



げた 言葉の ために 蒼 ざめ ている だけで、 終い に は 私の 

膝の 上で 泣きな がらもう 再び Q の 所へ は 戻らない とい 

い 出した。 私 はもう 一度 彼女 を Q の 所へ 帰す ために、 

また 偽り を 並べて 苦心し なければ ならなかった。 彼女 

は 私 を 生臭坊主 といい、 嘘つきと いい、 弱虫と いい、 

それから なお 私の 悪口 を 探す ために 言葉が 詰まる と、 

私の 手首に 嚙 みついた。 私 は 彼女 を 突き飛ばして、 お 

前なん か を 愛する こと は 忘れて いるの だ。 穢ら わしい、 

帰れ、 といっても リカ 子 は 再び 私の 身体に 飛び かかり、 

あなた は 私 を 愛して いる。 いくら 噓を いったって 駄目 

だとい つて 私から 放れない。 私 は —— 私 は そこで 今迄 



惨儋 たる 姿 をして 漸く 崖の 上まで 這い 上った 私 を、 再 

び 泥の 中へ 突き落して しまったの だ。 リカ 子 は 私の 惨 

落した 姿 を 見る と 急に 生き生きと 子供の ようにな リ始 

めた。 それ は 喜ぶ ときの 彼女の 癖 だ、 しかし、 それよ 

リ 彼女に ひとり 置かれた Q はこれ からどう する だろう _ 

彼女と また 一 つの 生活 を 続けて いかねば ならぬ 私 こそ 

どう すれば 良い のであろう。 が、 何 は ともあれ 先ず そ 

の 夜 は 一 度 Q の 家へ 帰り、 来たければ Q に その 事 を 

い つ て更 めて 来る ようにと リカ 子 をな だめて 私達 一 一人 

は 外へ 出た。 外へ 出る と 彼女 は 通りが かりの 神社の 境 

内へ 這 入って いって 鈴 を 振った。 その 間 私 は ひとり 門 



だからい けない と 思って また 彼女 を 苦しめた 長い 時間 

を 思い出して は 腹 を 立てても 直ぐ 駄目に な つ て 自分よ 

り リカ 子の 方が 可哀相に なって くるので ある。 どうし 

よう もない この 自分に 気がつく と 今度 は 私から い つの 

間に か Q に対して 頭 を 下げて いるので ある。 恐らく リ 

カ子に しても Q に ひそかに 頭 を 下げて いるので あろう 

と 思う と 私 はぜ ひ 彼女が そうであって くれれば 良い と 

思い出した。 私 は リカ 子に お前 は Q に対して さきから 

一度で も 謝罪 をした ことがあ るか、 と 訊いて みた。 す 

ると リカ 子 は 黙って いて いつまでも 答えない。 それで 

神前へ いってお 辞儀 をした つて 何の 役に も 立つ かとい 



うと、 そんな こと をして は あなたの 有難 さが なくなつ 

てし まう という。 それで はまたい つかお 前 は Q の 所へ 

舞い戻って しまう にちがいない というと、 リカ 子 はま 

た 私の 後へ 廻って 泣き 始めた。 私 は 彼女に 自分が お前 

にそうい うこと をい うの は 自分の Q と は 比較に ならぬ 

善良 さ をな おこの 上お 前に 示そうと していう ので はな 

く、 お前が Q から 去った 後の Q の 寂し さが 自分に は 一 

番 胸に 応えて 分る からだと いうと、 それで は Q に 今夜 

帰って 謝罪る と 彼女 はいう。 よし それならと 私 はいつ 

たが 彼女 を Q の 家の 門前まで 送って いつ て 帰って来る 

と、 また 一 層 私 は リカ 子の 処置に 迷い 出した。 事実 私 



は Q から リカ 子 を 最初に 奪る とき も 黙って 奪り、 返す 

とき も 黙って 返し、 そうして 再び 彼女 を 奪った 今日 も 

また 黙って 奪り、 いったい 私の どこに それだけの 特権 

が あるの だろう。 いかに リカ 子が 私の 前の 妻 だと はい 

え 今 は 他人の 妻で はない か、 しかしそう 考えた 後から、 

不意に 冷水 を 浴びた ように 負けた もの は Q ではない こ 

の 俺 だと 気がついた。 彼女 を 奪った もの こそ 負かされ 

たの だ。 何 を 好んで 自分の 敗北に 罪の 深さまで すりつ 

けて 苦しむ 奴が あるだろう。 すると そのと きから 私の 

心 は 掌 を 返す がよう に 明るくな つた。 私 は 先ず 何より 

一 切の 過去の 記憶から 絶縁し なければ ならぬ。 過去の 



生活 を 振り捨てねば ならぬ。 敗け たら 敗け たで それで 

も 良い。 先ず 何よりも 雲 を 突き抜け たような 明るさ だ。 

そう 思った 私 は 早速 私と リカ 子との とりかかるべき 最 

も 新しい 生活の 手 初めと して、 地 を 蹴って 疾走す る 飛 

行 機に 乗って 旅行に 出ようと 決心した。 翌朝 リカ 子が 

私の 所へ やって来 ると、 私 は ひと 眼で 彼女の 喜び を 見 

抜く ことが 出来た。 私 はもう Q が どんな こと をい つた 

かどう か は 一 切 訊かぬ ことにして 直ぐ 私の 計画 を 話し 

出した。 私 はいった。 お前と 私との 関係 は 長い間 もつ 

れ ていたが 私と 一 緒に 今日と いう 今日 過去の 総ての 記 

憶 や 生活 を 振り落して 貰いたい。 二人 は 生れ 変る の だ。 



あろう。 雲と 雲との 中で 扇の ように 廻つ ている 光りば 

かリ 〔# 「ばかり」 は 底本で は 「かばり」〕 を 追つ 蚯け 

ながら、 私 は 浮き 続けて いるので ある。 今や 私に は 生 

活は どこに もない。 心 は 光線の ように 地上 を 蹂躪して 

いる だけ だ。 直つ ニッに 割れて いく 時間の 底から 見え 

るの は、 墓場ば かりだ。 太古が 私の 周囲 を 取り 包んで 

眠り 出した。 夢と 夢と が 大海の ように 拡がって はまた 

拡がる。 私 は その 行衛を 見守りながら いつの 間に か 砕 

けて しまう。 ふと 私 は 横にい る リカ 子 を 見る と、 自分 

の 位置 を 取り戻した。 しかし リカ 子 は —— この 半島と 

も 匹敵すべき 巨大な 怪物 は 何物であろう。 —— 私 は 彼 



ると また 新しい 虹に 襲われた。 それ は 一 つの 連った 虹 

であろう か、 群生した 虹であろう か、 合戦す るかの よ 

うに 煌めく 虹の 足 もとに ひれ 伏して 私と リカ 子と はま 

た 再び 結婚 をした ので ある。 



入力 者 注 「鳥」 は、 昭和 五 (1930) 年 二月 『改造』 に 

発表。 同年 四月 新潮 社 『高架線』 (「新興 芸術 派 叢書」) 

に 初収。 旧 かなづかい は 現代 かなづかいに、 旧字体 は 

新字体に 改めた。 「日日」 など 漢字の 繰り返し は 「日々」 

などと 改めた。 「ヰ」 は 「ウイ」 とした。 以下の 漢字 は 

ひらがなに 改めた。 



云う ふいう、 此の ふこの、 了う ふし まう、 於け る丄 

おける、 夫 々—それぞれ、 其 ふその、 然も ふし かも、 

於て ふお いて 底本 g ぺ ー ジ 8 行 目の 「以外」 は 「意外」 

に 変えた。 



底本： 「定本 横 光利 一 全集 第三 巻」 河 出 書房 新 社 

1981 (昭和が) 年刊 
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